
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和食の日」は、日本人の伝統的な食文化について見直し、和食文化の保護・継承の大切さに

ついて考える日です。 

日本は海・山・里と豊かな自然に恵まれ、多様で新鮮な旬の食材と、うまみに富んだ発酵食品、

米飯を中心とした栄養バランスに優れた食事構成をもつ、「和食」の文化があります。 

「和食」は食事の場における「自然の美しさ」の表現、食事と年中行事・人生儀礼との密接な結

びつきなどといった特徴を持つ、世界に誇るべき食文化です。 

日本の秋は「実り」の季節であり、「自然」に感謝し、来年の五穀豊穣を祈る祭りなどの行事が、

全国各地で盛んに行われる季節でもあります。 

日本の食文化にとって大変重要な時期である秋の日に、毎年、一人一人が「和食」文化につい

て認識を深め、和食文化の大切さを再認識するきっかけの日となっていくよう願いをこめて、11月

24日を“いい日本食”「和食」の日と制定しました。（農林水産省HPより抜粋） 

この「和食の日」については、別途リーフレットを配付していますので、参考にしてください。 

ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食；日本人の伝統的な食文化」とは 

南北に長く、四季が明確な日本には多様で豊かな自然があり、そこで生まれた食文化もまた、こ

れに寄り添うように育まれてきました。このような、「自然を尊ぶ」という日本人の気質に基づいた

「食」に関する「習わし」を、「和食；日本人の伝統的な食文化」と題して、ユネスコ無形文化遺産に

登録されました。 

「和食」の4つの特徴 

(1)多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重  

日本の国土は南北に長く、海、山、里と表情豊かな自然が広がっているため、各地で地域に根差

した多様な食材が用いられています。また、素材の味わいを生かす調理技術・調理道具が発達し

ています。 

(2)健康的な食生活を支える栄養バランス 

一汁三菜を基本とする日本の食事スタイルは理想的な栄養バランスと言われています。また、

「うま味」を上手に使うことによって動物性油脂の少ない食生活を実現しており、日本人の長寿や

肥満防止に役立っています。 

(3)自然の美しさや季節の移ろいの表現 

食事の場で、自然の美しさや四季の移ろいを表現することも特徴のひとつです。季節の花や葉

などで料理を飾りつけたり、季節に合った調度品や器を利用したりして、季節感を楽しみます。 

(4)正月などの年中行事との密接な関わり 

日本の食文化は、年中行事と密接に関わって育まれてきました。自然の恵みである「食」を分け

合い、食の時間を共にすることで、家族や地域の絆を深めてきました。 

とはいえ、和食も洋食も、それぞれに良さがあり魅力がたっぷり詰まっています。和食は野菜・魚

介類・米のバランスが絶妙なバランスと、季節の旬を味わえるのがいいところですね。 

洋食はバリエーション豊かな料理がワクワク感を感じざせてくれて、乳製品やお肉を存分に堪能

できるのが魅力ではないでしょうか。いずれにせよ、現代の豊かな食生活を楽しみながら、食べも

のに感謝していただきたいですね。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

１１月２４日（いいにほんしょく）は「和食の日」 


